
 

 

－４－ 

召天者記念礼拝にようこそ！先に天に召された愛する家族、 友人を覚えてご一緒

に礼拝を守れる幸いを感謝いたします。礼拝後の昼食会にも是非ご参加ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

お知らせと報告： 皆様のご支援とご協力を得まして、先週土曜日に開催されました

第五回ジャパン･フェスティバルは大盛況でした。皆様のご奉仕を感謝いたします。 
 

 今週の教会活動-月曜日12:30PM 和太鼓、木曜日9:00AM Paper Rollers、  

    1:00PM CCN Tina’s Itty-Bitty Gardens （サインアップは今日までです。） 

 来週の日曜日－安達牧師が英語部の説教も担当されます。み言葉の学びは

休会します。聖歌隊の練習は10時45分から行われます。 
 感冒予防注射－10月12日の日曜日、9時よりバーコーホールにて行われま

す。この日はみ言葉の学びと聖歌隊の練習はありません。 

 CCN 講習会－ 10月16日木曜日11時半。ホスピスについて学びます。 
 LCR50周年記念集－心に残る思い出、出来事がきっとあると思います。書き

たい事をレターサイズに纏めて、今月中に提出しましょう。 
 

10月5日聖餐礼拝の聖書日課･讃美歌 

  第一日課：イザヤ書 5:1-7        讃美歌24、536、519 

  第二日課：フィリピ  3：4-14  

  福音書:  マタイ  21：33-46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

今日の福音:  

「出会いと同じ数の別れがあるのね。」という歌がある。友人との間、夫婦間

でも、どちらかが先に天に召されるわけで、悲しみのどん底を体験する時が

来て初めて、確かにそうだと感じるのだと思う。しかし、主なる神、イエスとの

関係は永遠であり、別れはない。そして、イエスを通して、天に召された愛す

る家族・友人との再会が約束されている。 悲しみは悲しみに終わらず、神の

慰め、希望、喜びにつながっている。 安達均 
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    聖霊降臨後第16主日聖餐礼拝 2014年9月28日11時30分 

    Lutheran Church of the Resurrection・日本語部 

  ≪開会の部≫ 
      前奏・点火 （座）    黙想 

            

       お知らせ 
 

        初めの歌       （起）      讃【21】226   “輝く日を仰ぐとき”  
                                                                                                                                                                                                                                                                                      
    み名による祝福  （起） 
 

               司： 私たちの罪を赦し永遠にあわれんでくださる、†父と子と聖霊なる    
        唯一の神から豊かな祝福がありますように。 
衆： アーメン。            

          罪の告白の勧め   
 

                    司:  私たちの心も思いも全てご存知の神のみ前で告白しましょう。 
 

    罪の告白 

 

司： 支えてくださる神よ、 
衆： 私たちは,自分たちの中に存在する罪の力にとらわれていたこと    
    を告白します。私たちは、ついつい自分たちの事を優先して隣人  
    を置き去りにしてしまいました。自分たちの幸せを考えることが、  
    さらなる欲求となってしまいます。良いことをしているつもりでも、  
   実は逆のことをしていたことに気づかされます。私たちを日々の   

         生活のしがらみから解放してください。そして、わたしたちの心を   

         持ち上げ、イエスに在って神の御旨に従って生きることができる  
        ようにしてください。 アーメン  

 

         赦しの宣言 

 

司:  兄弟姉妹のみなさん、私たちは神の栄光の前では、不完全な   
    者です。それ故、私たちは神からの賜物である恵みにより正しき 
    者とされます。 神であり、救い主である、イエスの愛の力により、 
    罪の赦し、命、救いが与えられます。             

    キリエ 讃【21】32 

                   衆:  キリエ エレイソン、キリエ エレイソン、キリエ エレイソン。 

             主よあわれみを、主よあわれみを、主よあわれみを。 
 

    今日の祈り   （座） 

全能の神様。あなたはこの世を去った人々を、神秘なるあなたの 

ひとり子と共に保ってくださっています。私たちもあなたの恵みに 

あやかって、先人たちにならわせてください。そしてあなたが備えて

くださった言い尽くしえない喜びを解るようにしてください。 

あなたと聖霊と共にただひとりの神であり、永遠に生きて治められる

御子、主イエス・キリストによって祈ります。 アーメン。 

 

 

      御言葉の歌    （座）     讃【21】402 “いともとうとき”                          
    

   説教        「悲しみよこんにちは」           安達 均 牧師 
     

    信仰告白           （起）       使徒信条                                 

  

 

 

 

 

 
 

    
≪奉献の部≫                           

      献金･献金の祈り （座）     

         ハープ演奏: “Bach-Grandjany Etude No. 6 from Violin Sonata No. 2 ”  

                   by J.S. Bach, transcribed by Marcel Grandjany    Gretchen Sheetz 
                                                                                                     

          召天者記念の祈り（座） 
 

    献花       出席者全員で行いましょう。 

    ハープ演奏: “Just As I Am ”  by William B. Gradbury 

                   Arranged by Susann McDonald and Linda Wood  Gretchen Sheetz       
 
 
 
 
   
 

 
 

≪ 派遣の部≫ 
 

        祝祷・アーメン 三唱    

        讃美歌        （起）      讃【21】434    “主よ、みもとに”    
    

    後奏･消灯・牧師退場 

   
－３－ 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主イエス・
キリストを信ず。主は聖霊によりて宿り、おとめマリヤより生まれ、ポンテオ・ピラト
のもとに苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られ、陰府に下り、三日目
に死人のうちより甦り、天に上り、全能の父なる神の右に座したまえり。かしこより
来たりたまいて、生ける人と死にたる人とを裁きたまわん。我は聖霊を信ず。また
聖なるキリスト教会、聖徒の交わり、罪の赦し、体の甦り、限りなき命を信ず。  
アーメン。 

 

≪みことばの部≫ 
 

        第一日課     詩篇                   34：1-10            （旧 864頁）                  

    第二日課      ヨハネの手紙         3：1-3               （新   443頁） 
 

    ハレルヤ唱     （起） 
   

      福音書          マタイによる福音書       5：1-12            （新   ６頁）       

天にまします我らの父よ。願わくはみ名をあがめさせたまえ。 

み国を来たらせたまえ。み心の天になるごとく、地にもなさせたまえ。 

我らの日ごとの糧を今日も与えたまえ。我らに罪を犯す者を、我らが赦す

ごとく、我らの罪をも赦したまえ。我らを試みに会わせず、悪より救い出し

たまえ。国と力と栄えとは、限りなく汝のものなればなり。   アーメン。  


